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佳作

　ある日、学校で日本での介護の技能実習についての説
明を聞いた。そこから私は日本で働くことに決めた。本
当は大学に入りたいけど家族の財政を見てその欲求をあ
きらめなければならなかった。日本に行く為、ジャカル
タで日本語を勉強する学校に行った。日本語を学ぶのは
簡単なことではない。言語と文字からインドネシア語と
とても違うからだ。だから友達の何人かあきらめてやめ
た。それでも私はやる気を下げなかった。日本に行ける
為頑張って勉強をした。授業初日、ひらがなとカタカナ
の文字を覚えていたので最初の週の試験は満点だった。
２週目と ３週目の試験も同様だ。とても嬉しかった。で
もそのせいで先輩みんなに嫌われた。私はとても悲しく
て、やる気を失ってしまった。そこから成績が下がり始
めた。成績が日ごとに下がっていたので先生が心配し
て、私と話をする為 ２ 人しかいないところに呼びかけ
た。そこで起こったことすべてを話した。先生が「他人
があなたについて言う悪口を聞かないで。自分だけだ。
起きて元気を出して、ここに来た本来の目的を思い出し
て」と言った。そこから私は気づき、再び頑張った。少
しずつ成績が上がり、自信がついた。 ８ヶ月が経過し、

ようやくＮ ３の試験に合格した。もちろんこの時点まで
は簡単なことではない。色々な問題に直面していた。い
よいよ日本への出発日に到達した。 ２ 0 ２ 0 年 １ ２ 月 9
日にジャカルタから出発し、翌日日本に到着した。今ま
で見たものとは違った新しい異国の雰囲気で、ここにい
ることを夢見ているような気がした。職場に来る前にコ
ロナウィルスの為 ２週間の自己検疫が必要だった。そし
てその ２ 週間後学校で日本語を復習した。まさに
２ 0 ２ １ 年 １ 月 １ ２ 日、同僚のキキさんと日本にいる間
私達が生活を続ける場に向けて出発した。喜び、恐れ、
緊張の感情が一つに混ざり合っていた。富岡に着いた時
まるで私達の到着を歓迎するかのように雪が降った。初
めての雪だった。手のひらに冷たい雪を感じて嬉しかっ
た。私の仕事の最初の日は翌日から始まった。ここで私
の人生を彩る新しい人々と新しい雰囲気に出会った。
元々異質だったことが今もう慣れていて、元々知らな
かったことを知れるようになった。彼らが優しく教えて
くれるし、私を元気づけるし、助けてくれた。ここでた
くさんの良い人達と出会えたことにとても感謝してい
る。もちろん私の人生は高速道路のようにまっすぐ進む
ことはない。行き来する多くの問題でいつ行くのかわか
らないし、戻ってこないのもわからないけどそれが人生
だ。楽しい時もあれば、悲しい時もある。良い時も悪い
時も、それを受け入れなければならない。そうすれば私
の人生が彩られるようになって、人生の意味を理解する
ことができる。私の人生の旅はまだ長い。ここまでは私
の旅の始まりに過ぎない。成功するまで自分の人生のプ
ロセスを頑張っていきたい。
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私の人生の旅はまだ終わっていない。。。

　私は、イントネシアの東ジャワ州の小さな町で生まれ
育ちました。私は裕福な家族の出身ではありません。子
供の頃から、大人になっらどうすれば他人に役に立つ人
間になれるのかと考えていました。さらに私を刺激して
くれる多くの人々が心から助けてくれ、とても感動しま
した。専門学校に入学した当時、バイタルサインの
チェックなど、よく社会活動を無料で行いました。彼れ
らはとても幸せで感謝したり笑顔を見出したりしまし
た。現に恵まれているささやかな物の中に私たちが喜び
を見出せれば、そこには大きな幸福があるに違いありま
せん。学校を卒業した後、日本で介護の仕事をする事に
して、私は日本語教室に通いました。日本語教室では日
本語を学ぶだけではなく日本の文化や日本の習慣などを
教わりました。外国語を学ぶのは難しいですが、自分の
力を信じてあきらめないやってみなければならないと思
いました。ある時、私が苦労した事を家族に話すと、私
に「虹を見たければ、ちょっとやそっとの雨は我慢しな
くちゃ」と言って応援してくれました。そして出会った
たくさんの友達は自分の家族のように、一緒に浮き沈み

を経験しました。 ２ 0 ２ 0 年 １ ２ 月 １ 0 日に日本へ入国
しました。海外の価値観を変える大きな転機となりまし
た。自分の家族のため、自分自身を成長させられる経験
のために一大決心をして、日本に来ました。日本は清潔
で実用的で整然とした国です。落とし物や忘れ物は誰か
がひろってくれますし、ゴミの出し方を守ることは私を
驚かせます。私が好きなのは、お互いを知らないくても
お互いに挨拶をする私の国と大差ない所です。しかし最
初は言葉の壁やなかなか上手じゃない実習で生活もまだ
慣れてないからホームシックになりました。慣れるまで
少し大変でしたが、私を救ったのは日本人の温かさで、
とても歓迎してくれました。ご利用者も家族の一員のよ
うに私を愛してくれ、私もご利用者の世話をする事が出
来て嬉しいです。ご利用者にもっといいサービスをさし
あげたいと思ます。介護についてまだまだ学ぶことがた
くさんありますが、日本での技能実習が一年立ちまし
た。今まで私が受けたレッスンはたくさん有ります。間
題がどんなに難しくて、何が起こっても、諦めるべきで
はありません。誰もが共感を持っていると思います。た
だ私たちはそれを示す勇気はありません。幸せは単純で
す。私たちが持っている物に感謝するだけです。白分の
利益を考えずに、他の人を助け、何か良い事をすれば幸
せになる事です。神様は一つの理由ですべてが起こるよ
うにします。すべてが学習プロセスであり、あらゆるレ
ベルを通過しなければなりません。幸福はお金や富だけ
ではなく、善良な人々に囲まれている事でも有ります。
インドネシアへ帰国後、私は日本で学んだ親切の輪を広
げたいです。これからも頑張りたいと思います。
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経験は私の最高の先生
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